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5 2017 年 3 月 15 日於日本記者クラブ。  








































                                                  
7 この管理システムそのものは戦後の金融秩序の回復を企図して導入されたものとされる。 
8 当時の電力管理法の下、1939～51 年の間は日本の電気事業は国家の管理下に置かれていた。  
9 日本の銀行の平均収益力（経常利益 /総資産）は 1999〜2013 年で 0.25 程度、米国の銀行は











































11 『金融緩和で日本は破綻する』(2013)、野口悠紀雄、ダイヤモンド社  
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つことで改革が進み得たのか、更に言えば金融庁誕生以降本当に日本の資本市場は変わったの
かという点であろう。しかし、この逸話に限らず本書では、多くの点で限界を迎えた渋沢資本
主義そのものに批判が向けられることはない。バブルの発生の下地となった高度成長時代の陋
習ともいうべき土地本位制に依拠した有担保主義、株主の審判という競争原理を骨抜きにした
株式持合、そして実態を隠蔽しつつ利益操作を可能にし、会計情報がほんらい有する機能を有
名無実化する含み益経営等の問題点を炙り出した批判は卓見であろう。だが、これらの諸制度
が許容され続けていたことへの問題意識、とくにその理由への論及が希薄ではないか。すなわ
ち、それがたんに現代流の株主価値経営の発想が当時は浸透していなかったからだけなのか、
それとも関係者に何らかの利害、意図があったからなのか、記者としてそうした点への切り込
みが望まれるところではあった。  
 また、著者が記者会見で語ってはいる点ではあるが、制度派経済学的すなわち取引コストと
いう視点での総括が本書の中では十分に取り扱われていない。渋沢資本主義というものを取引
コストから省察した場合、高度成長期には企業の市場における評価においても、個人の雇用に
おいても、競争原理を排除することでいわゆるエージェンシーコスト、信用コストの劇的な低
下が実現していた点、さらにそれがモーレツ社員的価値観と日本の高度成長をコスト的に支え、
一時はジャパン・アズ・ナンバーワンなどと評されるほどのコスト面における優位性をもたら
す要因となった点、しかしそれが低成長下では一転し、それらの価値観、諸制度が逆に財や労
働力の取引コスト面での足枷となり、その優位性を長期に亘り剥落させる方向に作用したとい
う指摘があれば論点が絞られたのではないか。  
 上述のような問題点に拘らず、かつて日本に高度成長をもたらした日本的資本主義の根本に
あるものが政官民三位一体による渋沢資本主義であったことを指摘した点は本書の大きな意
義である。さらに時を経て、その実態が政官の利害調整の狭間で競争原理が排除されたところ
に巣食うバブルの首魁ともいうべき金融市場の権力者らの支援を受けたバブル紳士らの跳梁
を生む変わり果てたものへと変質していった点への、事実に基づく論及は、読者に驚きと多く
の気付きを与えてくれる内容である。しかし、繰り返しになるが、明治以来の日本経済を支え
てきた渋沢資本主義が、バブル崩壊後の多くの制度改革にもかかわらず、そしてバブル崩壊は
渋沢資本主義の終焉の序曲という著者の指摘にもかかわらず、その本質部分は現在に至るもな
お変わってはいないのではないか。かかる問題提起を本書に望むとすれば、過剰な期待と言う
べきであろうか。  
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